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国の通知を踏まえた今後の大規模氾濫減災協議会について（案）

○ 『水防災意識社会』再構築のため、国（河川（国道）事務所）及び県（地域振興局）がそれぞれ標記
協議会を設置し、「地域の取組方針」を作成

○ 県の協議会における取組方針の期間はH29～R3年度までの５年間
※国の協議会における取組方針の期間は当初H28～R2年度までの５年間だったが、R3～R7の方針に更新済

○ 大規模氾濫減災協議会と流域治水協議会の構成市町村や協議対象河川に相違あり

現状

○ R３年度中に「地域の取組方針」を見直すとともに、「流域治水プロジェクト」にも反映すること

○ 協議会の運営については、流域治水協議会などと構成員や協議事項の相違に留意したうえで、同
日開催とするなど、効率的な実施を図られたい

○ 今後の大規模氾濫減災協議会では、避難・水防対策（ソフト対策）を協議することを想定

※令和３年５月18日付け国土交通省水管理・国土保全局河川計画課河川計画調整室長等通知

国の通知※等の内容

○ 協議会出席に係る市町村の負担軽減、及び流域治水プロジェクトとの整合を図る観点から、大規模
氾濫減災協議会の構成について見直しを実施（詳細は次頁以降）

○ 次年度以降も継続する県協議会においては、今年度中に「地域の取組方針」の見直しを実施

今後の対応
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令和３年度全国水防担当者会議（R3.6.9開催）
資料から引用
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大規模氾濫減災協議会（現状）

天草水防区減災対策協議会

大淀川水系

筑後川水系

大野川水系

：一級河川【国管理】

：一級河川【県管理】

：二級河川

○国河川（国道）事務所、県地域振興局単位で協議会を設置
○国の協議会では一級河川（国管理）、県の協議会では一級河川（県管理）及び二級河川について協議

玉名水防区減災対策協議会

鹿本水防区減災対策協議会

熊本水防区減災対策協議会

宇城水防区減災対策協議会

八代水防区減災対策協議会

芦北水防区減災対策協議会

菊池水防区減災対策協議会

阿蘇水防区減災対策協議会

上益城水防区減災対策協議会

球磨水防区減災対策協議会

一級河川（国管理）の協議会（国河川（国道）事務所設置）

【白川】
白川水防災意識社会再構築協議会

【緑川】
緑川水防災意識社会再構築協議会

【菊池川】
熊本県県北災害につよい地域づくり協議会

【筑後川】
筑後川上流部大規模氾濫に関する減災対策協議会

【球磨川】
球磨川水系水防災意識社会再構築協議会

： 国単独協議会

： 県単独協議会

菊池川水系

五ヶ瀬川
水系

白川水系

緑川水系

球磨川水系
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大規模氾濫減災協議会（R4以降）

流藻川

天草水防区減災対策協議会

芦北水防区減災対策協議会

八代水防区
減災対策協議会

宇城水防区減災対策協議会

玉名水防区減災対策協議会

菊池川水系

熊本水防区減災対策協議会

菊池水防区減災対策協議会

白川水系

緑川水系

球磨川水系

大淀川水系

筑後川水系

大野川水系

五ヶ瀬川
水系

熊本県県北災害に強い地域づくり協議会
筑後川上流部大規模氾濫
に関する減災対策協議会

白川水防災意識社会
再構築協議会

大分川・大野川圏域
大規模氾濫に関する
減災対策協議会

五ヶ瀬川水系等
浸水被害及び土砂災害

軽減対策協議会

緑川水防災意識社会
再構築協議会

球磨川水系水防災意識社会
再構築協議会

大淀川水系水防災意識社会
再構築協議会

： 国協議会

： 県協議会

：一級河川【国管理】

：一級河川【県管理】

：二級河川

○流域治水協議会との整合を図るため、大規模氾濫減災協議会も水系単位（二級水系は振興局単位）を基本とし、県管理の一級河川については、
国協議会の協議対象とする（県も必要に応じて国協議会の事務局として新たに追加）

〇白川緑川、菊池川圏域については、氾濫域の避難を考え、一級、二級水系を含めて国協議会の協議対象とする

R4以降の白川・緑川水防災意識
社会再構築協議会の枠組み

R4以降の熊本県県北災害に強
い地域づくり協議会の枠組み

R4以降の球磨川水系水防災意識
社会再構築協議会の枠組み（二
級水系については、従来どおり
県（振興局）の協議会で協議）
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大規模氾濫減災協議会の構成市町村（国協議会①）

協議会名
県内構成市町村

（現状）

県内構成市町村
（R4以降）

※朱下線は新規追加

白川水防災意識社会再構築協議会 熊本市

熊本市、阿蘇市、合志市、大津町、菊陽町、
高森町、西原村、南阿蘇村
※合志市を除き流域治水協議会と一致

緑川水防災意識社会再構築協議会
熊本市、宇土市、宇城市、嘉島町、御船町、
甲佐町、美里町

熊本市、宇土市、宇城市、大津町、菊陽町、
西原村、嘉島町、益城町、御船町、甲佐町、
美里町、山都町
※流域治水協議会と一致

熊本県北災害につよい地域づくり協議会
熊本市、荒尾市、玉名市、玉東町、南関町、
長洲町、和水町、山鹿市、菊池市

熊本市、荒尾市、玉名市、玉東町、南関町、
長洲町、和水町、山鹿市、菊池市、合志市、
大津町
※荒尾市、長洲町、合志市を除き流域治水
協議会と一致

筑後川上流部大規模氾濫に関する
減災対策協議会

小国町

小国町、南小国町
※流域治水協議会と一致

球磨川水系水防災意識社会再構築会議
八代市、芦北町、人吉市、錦町、多良木町、
湯前町、水上村、相良村、五木村、山江村、
球磨村、あさぎり町

同左
※流域治水協議会と一致

同日開催
熊本市、宇土市、宇城市、合志市、菊陽町を
流れる二級河川も協議対象

荒尾市、玉名市、南関町、合志市を流れる
二級河川も協議対象
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大規模氾濫減災協議会の構成市町村（国協議会②）

協議会名
県内構成市町村

（現状）

県内構成市町村
（R4以降）

※朱下線は新規追加

大分川・大野川圏域大規模氾濫に関する
減災対策協議会

なし 産山村、髙森町

五ヶ瀬川水系等浸水被害及び土砂災害
軽減対策協議会

なし 高森町、山都町

大淀川水系水防災意識社会再構築協議会 なし 多良木町
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

防災教育の連携について

八代河川国道事務所
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球磨川流域の防災教育について

○防災教育について、各自治体･機関が個別で取り組んでいる状況にある。

○各自治体においては、専門性の高い教育（専門家）や教育ツール（実験装置）などで、
不足を感じている。

○担当者の異動によって、取り組みのレベルが変化し、継続的に取り組んでいくことが
難しい。

現状と課題

各自治体からの主な意見

・実際に被災しているので、経験談を話すことはできるが、専門的な分野かのサポートが欲しい。
・防災の日等を活用し、防災講座を行っているが訓練の要素が高く、専門的な講義をサポートして欲しい。
・防災担当となり、防災教育を実施する際、どのように取り組めば良いかをサポート、助言して欲しい。
・防災教育ツールを揃えるのは、難しいので、シェアしあえると良い。
・他の自治体がどんな取り組みをしているか聞いて、今後の参考にしたい。

対応案

球磨川流域内で防災教育について、つながりを持ち、助け合うことで、負担が少なく、
誰（どの組織）でも継続的に防災教育ができる場づくりを行う。

⇒（ワーキンググループの設置）
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球磨川流域の防災教育について

防災教育について、現状、各組織の個別の取り組みになっているおり、それを主に議論しあう場もないため、流域内
の各組織が参加する「球磨川水系水防災意識社会再構築会議」の幹事会のもとに防災教育についてのワーキンググ
ループを設置する。

設置趣旨

「球磨川水系水防災意識社会再構築会議」の幹事会に
合わせての開催とする。
また設置後の状況で、必要に応じて、開催する。

開催時期

球磨川流域内の防災教育を活性化させるとともに、防災教育の目的である「備え：災害が起こる前に命を守る行動をとってもら
うこと」及び「対応：災害が起こった際に命を守る正しい行動をとってもらうこと」の達成に必要な防災意識の向上、防災知識の習
得を流域全体でレベルアップさせ、より根付かせることを目指す。

ワーキンググループの目的

･防災教育プログラム及び教育ツールの共有、改善
活動実績（内容）の共有
組織間での講師の派遣及び教育ツールのシェア

・防災教育者の育成、継承

活動内容（案）

参加団体

１． 八代河川国道事務所 １０． 多良木町

２． 川辺川ダム砂防事務所 １１． 湯前町

３． 熊本地方気象台 １２． 球磨村

４． 熊本県 １３． 相良村

５． 八代市 １４． 水上村

６． 人吉市 １５． 五木村

７． 芦北町 １６． 山江村

８． 錦町 １７． 防災WEST※ 等

９． あさぎり町

※球磨川流域内で数多くの防災教育の活動に携わり、各機関（場所）に特化した内容をコーディネートし実施されている
「NPO法人防災WEST」に参加してもらい、防災教育の向上及び各担当者の負担軽減、教育者の育成を支援頂き、
流域内の防災教育活性化をサポートして頂く。

参加団体
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球磨川流域の減災に係る取組⽅針 

令和３年 4 ⽉ 1 ⽇ 

球磨川⽔系⽔防災意識社会再構築会議
⼋代市 ⼈吉市 芦北町 錦町 町 多良⽊町 湯前町 

⽔上村 相良村 五⽊村 ⼭江村 球磨村 

熊本県、気象庁熊本地⽅気象台 国⼟交通省九州地⽅整備局 

1



１. はじめに

球磨川⽔系では、昭和 40 年 7 ⽉豪⾬ ⼈吉地点 戦後最⼤流量（当時）
記録  洪⽔ 発⽣  家屋損壊 流出 甚⼤ 被害 発⽣ 

令和２年７⽉豪⾬  球磨川本川 各観測所 計画⾼⽔位 超過  洪
⽔ 発⽣  球磨川本川中流部 ⽀川川辺川合流点付近 中⼼  家屋 浸⽔被害 家
屋倒壊、⼈的被害等の甚⼤な被害を受け、逃げ遅れもみられた。 

   災害 繰 返       球磨川⽔系 ２市５町５村（⼋代市 ⼈吉市 芦北
町 錦町     町 多良⽊町 湯前町 ⽔上村 相良村 五⽊村 ⼭江村 球磨村） 熊
本県 気象庁熊本地⽅気象台 国⼟交通省九州地⽅整備局  平成 28 年６⽉９⽇ 設
⽴    球磨川⽔系⽔防災意識社会再構築会議 （以下 本会議     ）     防
災・減災を⽬的とした様々な取組を推進している。 

本会議では、球磨川の地形的特徴や被害状況、現状の取組状況の共有を図り、以下のとお
球磨川 氾濫時 想定 現在 主 課題 整理  。 
○令和２年７⽉豪⾬  球磨川本川中流部  ⽀川川辺川合流点付近 中⼼ 甚⼤ 
浸⽔被害 受 逃 遅  発⽣ ⽔害発⽣時 住⺠ 適切 避難⾏動 取 
ための取組が求められている。

○ 特  球磨川 上 中 下流     区間 氾濫形態 異     各々 地域 住
⺠ ⽅々 ⽔害    取   ⾏動    ⼗分 把握  地域   特性 考慮  避
難に関する取組が求められている。 更 地域住⺠ 避難 温泉 ⾈下 
釣りのほか、⽇本遺産などの観光資源が豊富で、観光客の避難にも配慮した取組が求めら
れている。 

○ 市町村 避難勧告等 発令 迅速  適切 判断 求 
令和２年７⽉豪⾬ 踏 意思決定 考 ⽅  発令 関係機関  連携

⽅法 ⾒直  ⾏ 必要 
○多⾓的な情報周知⼿段の導⼊や通信⼿段の代替⼿段、重要拠点の浸⽔対策、避難所

等 感染症対策等 様々 環境整備 ⼗分 懸念 
いる。 

○ ⽔防団 ⽔防活動 関  専⾨的 知⾒ 習得 維持 ⽔害発⽣時 必要 事前準
備 必   ⼗分       懸念
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課題 対  本会議       令和２年７⽉豪⾬ 踏 住⺠⼀⼈⼀⼈ ⽔害 
認識  観光客 含 地域 ⼈々 迅速  的確 避難 被害 最⼩化 実

現  球磨川流域 ⽬指 ⽬標   引 続  令和 7 年度 ⽔防活動 避難
勧告 発令等 担 市町村 河川管理者 熊本県 九州地⽅整備局 気象情報 提供

熊本地⽅気象台 ⼀体 ⾏ 取組⽅針 

・ 要配慮者等やコロナウイルス感染症等への対策にも配慮した避難所、河川カメラ及び⽔位計、
備蓄倉庫 案内看板等 避難⾏動 ⽔防活動 資  基盤等 整備 ⾏

・ 迅速  的確 避難⾏動 実施 資   球磨川流域 関係  情報        ⼊⼿
できるポータルサイトの作成、防災無線以外の⽅法も取り⼊れた避難勧告等の多⾓的な情報
周知⼿段 導⼊等 ⾏

・ ⽔害    周知    多⾔語  対応   想定 得 最⼤規模 降⾬（L2）を踏まえ
た洪⽔浸⽔想定区域図をもとにしたハザードマップの作成・電⼦化、想定浸⽔深や避難所等の
情報 設置 取組 ⾏ 

 平時 住⺠等 防災意識醸成    地域住⺠ 学校 病院 要配慮者利⽤施設 企
業  様々 組織 対象 出前講座 ⽔防災教育 取組 住⺠ 直接的 防災⾏動 
意識   及 地区防災計画 作成 取組等 ⾏
う。 

・ 防災活動の着実な実施・連携体制の構築として、関係機関が連携した防災会議や訓練、演
習の実施及び⽔防に関わる事項の情報共有、市町村による避難勧告等の判断基準や役割
分担等を整理 確認         取組等 ⾏

・ 地域 連携  排⽔活動及 訓練 施設運⽤ 関  取組 ⼤規模氾濫時 緊急排
⽔計画 共有 検証 防災活動 拠点 庁舎 浸⽔対策 実施等 ⾏ 

本会議 各構成機関  引 続 本取組⽅針 基  連携  減災対策 取 組  毎年
出⽔期前 協議会 開催  進捗状況 定期的 確認            ⾏   

なお、本⽅針は、本会議規約第５条に基づき作成したものである。 
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２. 本会議の構成員

 本会議の構成員とそれぞれの構成員が所属する機関（以下「構成機関」という。）は、以下の
とおりである。 

構成機関 構成員 
⼋代市 
⼈吉市 
芦北町 
錦町 
あさぎり町 
多良⽊町 
湯前町 
⽔上村 
相良村 
五⽊村 
⼭江村 
球磨村 
熊本県 知事公室  
熊本県 企画振興部 
熊本県 ⼟⽊部  
熊本県  
熊本県 県南広域本部  
熊本県 芦北地域振興局  
熊本県 球磨地域振興局  
気象庁 熊本地⽅気象台 
九州地⽅整備局 ⼋代河川国道事務所 
九州地⽅整備局 川辺川ダム砂防事務所 

市⻑ 
市⻑ （会⻑） 
町⻑ 
町⻑ 
町⻑ 
町⻑ 
町⻑ 
村⻑ 
村⻑ 
村⻑ 
村⻑ 
村⻑ 
危機管理防災課⻑ 
政策監 
河川課⻑ 
市房  管理所⻑ 
⼟⽊部⻑ 
⼟⽊部⻑ 
⼟⽊部⻑ 
台⻑ 
事務所⻑ 
事務所⻑ 
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３. 球磨川の概要と主な課題

■地形的特徴等
球磨川  周囲 急峻 ⼭々 囲 川辺川 含 上流域 ⼭間狭窄部 貫流  中流

域、⼋代平野を流下  ⼋代海にそそぐ下流域 ⼤  分 

 上流域 
・ ⼈吉 球磨盆地 周囲 急峻 ⼭々 囲   多 急流⽀川 流⼊し、⼭地部 降 

た⾬がすり鉢状の盆地に集まりやすい地形となっている。
・ ⼈吉市街地 直上流 球磨川 同規模 川辺川 合流するため、両河川の洪⽔ピ

ークが重なる場合には、合流点下流  流量 特に増⼤する。 
・ ⽀川 流⼊  ⽔ 集  ⼈吉球磨盆地 最下流部 位置  ⼈吉市 球磨村 

洪⽔が発⽣しやすい。 

 中流域 
・ ⼭間狭窄部が約 43km に及び、洪⽔時 ⽔位 上昇 川沿  散在  集落

では⽔害が発⽣しやすい。
・ 川沿いに JR 肥薩線・国道 219 号・県道が併⾛しており、道路等が浸⽔した場合、孤⽴

する地区がある。

 下流域 
・ 扇状地 拡散型 氾濫域 形成している。⼀旦氾濫 ⼋代市街地 含 広

い範囲に浸⽔被害が及ぶおそれがある。 

■球磨川流域 社会経済等 状況
流域内 下流部 熊本県第⼆ 都市 ⼋代市  上流部 球磨地⽅ 主要都市

である⼈吉市があり、沿川には JR 肥薩線 ⿅児島本線（九州新幹線） 九州縦貫⾃動⾞
道、南九州⻄回 ⾃動⾞ 国道 3 号、219 号等の基幹交通施設が存在するなど、球磨川流
域は、熊本県南部における社会・経済・⽂化の基盤を成している。 

また、球磨川 河川⽔ 利⽤ た肥沃な穀倉地帯が形成されており、⾈下りが地域観光のシ
ンボルとなっているなど、球磨川は、古くから⼈々の⽣活、⽂化と深い結びつきを持っている。さらに、
尺アユと呼ばれる⼤型のアユをはじめとする多様な⽣物を育む豊かな⾃然環境にも恵まれている。

⼈吉 球磨地域 ⻘井阿蘇神社 国宝指定 SL ⼈吉 運⾏ 九州新幹線 開通 
どにより観光客が増加する傾向となって 令和２年７⽉豪⾬ 各施設 鉄道等 被災

令和３年現在 復旧 復興 向  取 組    
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■ダムによらない治⽔を検討する場及び球磨川治⽔対策協議会
平成 21 年 1 ⽉以来 流域市町村 熊本県及 国⼟交通省 よらない治⽔を検討

する場」において検討を重ね、現時点において現実的な治⽔対策を最⼤限積み上げ、着⼿可
能な箇所から順次実施してきた。 

  対策 実施   達成可能 治⽔安全度  全国 直轄管理区間 河川整
備計画 ⽬標 ⽐較  低 ⽔準    国⼟交通省 熊本県及 流域市町村 
新   球磨川治⽔対策協議会  設置  全国的 ⾒ 妥当 ⽔準 治⽔安全度 確保 
るための対策について検討を進めてきた。 

■令和２年７⽉球磨川豪⾬検証委員会
将来 向 球磨川流域住⺠ ⽣命 危険 晒  ることなく、安全・安⼼な⽣活がおくれ

国 県 流域１２市町村 連携  令和２年７⽉球磨川豪⾬災害 関  検証 ⾏
った。 

■球磨川流域治⽔協議会
令和２年 7 ⽉球磨川豪⾬災害 ⼆度 ⽣ 考 気候変動   ⽔害 

激甚化 頻発化 備    早急 地域社会 復興 向  流域 関係者 協働  流
域全体 ⽔害 軽減 治⽔対策 流域治⽔ 計画的 推進   情報共有 検討
等 ⾏ ⽬的 令和 2 年 10 ⽉以降 検討 進 

  本会議 取組   令和 3 年度以降  球磨川⽔系流域治⽔ 
て位置付けられることとなった。 

■球磨川流域  主 課題
○ 令和２年７⽉豪⾬  球磨川本川 観測所 計画⾼⽔位 超過  洪⽔ 発

⽣ 球磨川本川中流部 ⽀川川辺川合流点付近 中⼼ 浸⽔ 発⽣ 家
屋の浸⽔被害、家屋倒壊、⼈的被害等の⼤規模な被害が発⽣した。 

○ 球磨川 上 中 下流     区間 氾濫形態（下流部︓ 拡散型 中流部︓ 流
下型  上流部︓ 貯留型 ） 異     各々 地域住⺠  ⾃分 地域 
  ⽔ 溢  浸⽔        ⽔害    取   ⾏動  ⼗分 把握  地域
ごとの特性を考慮した地区防災計画の作成等の避難に関する取組が必要である。また、
地域住⺠ 避難 関  取組      観光客 避難  配慮  取組 求 
いる。 

○ 市町村 避難勧告等 発令 迅速  適切 判断 求 
令和２年７⽉豪⾬ 踏 意思決定 考 ⽅  発令 関係機関  連
携 ⽅法 ⾒直  ⾏ 必要 
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○ 多⾓的な情報周知⼿段の導⼊や通信⼿段の代替⼿段、重要拠点の浸⽔対策、コロナ
等 感染症対策等 様々 環境整備 ⼗分 懸念 

○ ⽔防団 ⽔防活動 関  専⾨的 知⾒ 技能 習得 維持  ⽔防資機材 所在
把握、⽔防活動実施・連絡体制の構築など災害発⽣時に必要な事前準備も徹底する
ことが求められている。

課題 対  本会議  令和２年７⽉豪⾬ 踏 住⺠⼀⼈⼀⼈ ⽔害 
認識  観光客 含  地域 ⼈々  迅速  的確 避難 被害 最⼩化 実現

球磨川流域 ⽬指 ⽬標   取組内容 検討 ⾏ 

４. 現状の取組状況及び課題

 球磨川における減災対策について、各構成機関が現状で実施している取組及び課題を抽出し
た結果、概要は別紙-１のとおりである。 

５. 減災のための⽬標

 円滑  迅速 避難 的確 ⽔防活動 実施及 氾濫⽔ 排⽔等 対策 実施 
各構成機関 連携  令和 7 年度   達成   減災⽬標 以下   

５年間 達成 ⽬標 

【⽬標達成に向けた３本柱】 
 上記⽬標 達成 向  住⺠⼀⼈⼀⼈ 的確  迅速 避難等 実現  球磨川流域 
⼈命・財産をできる限り守るため、以下の取組を実施する。 

令和２年７⽉豪⾬ 踏  住⺠⼀⼈⼀⼈ ⽔害 認識  観光客 含  地域
⼈々  迅速  的確 避難  被害最⼩化 実現  球磨川流域 ⽬指 

①住⺠⼀⼈⼀⼈ 迅速  的確 避難⾏動 実施 地域毎 氾濫特性 基 
⽔害    周知   ⽔防災意識 啓発 醸成

②防災に携わる関係者が顔を合わせる検討の場の創出・活⽤による、防災活動の着実な実
施・連携体制の構築

③洪⽔氾濫時 ⼈命 社会経済  被害 最⼩化 地域 連携  備 
施設・体制の整備
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６. 概 ５年 実施  取組

整備途上  施設能⼒ 超  洪⽔ 令和２年７⽉豪⾬ 同規模以上 洪⽔ 発⽣ 
前提 関係者 協働               取 組  住⺠⼀⼈⼀⼈ ⽔

害 認識  観光客 含  地域 ⼈々  迅速  的確 避難   被害最⼩化  を
実現  球磨川流域 ⽬指 ⽬的  各構成機関 取 組 主 内容 別紙-２のとお
りである。 

７. フォローアップ

 今後 想定最⼤規模 洪⽔ 対  取組⽅針 検討 ⾏  必要に応じ
て⾒直  実施   

 各構成機関の取組については、必要に応じて、防災業務計画や地域防災計画等に反映する
などによって責任を明確にし、組織的、計画的、継続的に取り組むこととする。 

 原則 本会議 毎年出⽔期前 開催  取組 進捗状況 確認 必要 応 
全国 取組内容 技術開発 動向等 踏   取組⽅針 ⾒直 実施 
取組     訓練等 通  習熟 改善 図 等 継続的   ⾏ 
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や

防
災

セ
ンタ

ー
とし

て
整

備
して

い
る

。
①

⽀
援

物
資

の
保

管
場

所
の

確
保

や
管

理
、⻑

期
化

した
場

合
の

輸
送

経
路

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
②

ブ
ロッ

ク以
外

の
集

落
や

孤
⽴

集
落

へ
の

対
応

や
物

資
供

給
が

必
要

で
あ

る

別
表

2
-
1
 
　

現
状

の
取

組
状

況
及

び
課

題
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NO
主

な
取

組
項

⽬
□

現
状

■
課

題

別
表

2
-
1
 
　

現
状

の
取

組
状

況
及

び
課

題

■
避

難
を

判
断

す
る

た
め

の
情

報
伝

達
E

・⽔
位

・⾬
量

情
報

、ダ
ム

情
報

、河
川

カメ
ラ情

報
、洪

⽔
予

報
や

避
難

勧
告

の
発

令
状

況
な

ど、
避

難
に

必
要

な
情

報
を

ワ
ンス

トッ
プ

で
⼊

⼿
で

き
る

ポ
ー

タル
サ

イト
の

関
係

機
関

協
働

に
よ

る
作

成

①
「早

よ
み

な
っせ

球
磨

川
」に

て
危

機
管

理
⽔

位
計

、簡
易

型
カメ

ラ以
外

の
デ

ー
タを

集
約

して
い

る
②

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
防

災
情

報
や

各
機

関
へ

の
リン

ク先
を

発
信

して
い

る
③

「熊
本

県
統

合
型

防
災

情
報

シ
ス

テ
ム

」や
「防

災
情

報
くま

も
と」

に
よ

り国
・県

管
理

河
川

の
⽔

位
情

報
や

河
川

カメ
ラの

情
報

を
提

供
して

い
る

①
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
情

報
等

の
周

知
が

必
要

で
あ

る
②

危
機

管
理

型
⽔

位
計

、簡
易

型
河

川
監

視
カメ

ラの
集

約
が

必
要

で
あ

る

F
・現

在
導

⼊
して

い
る

避
難

勧
告

等
の

周
知

⽅
法

に
お

け
る

不
⾜

・課
題

を
踏

ま
え

た
メー

ル
サ

ー
ビス

や
IP

端
末

な
ど、

防
災

無
線

以
外

の
⽅

法
も

取
り⼊

れ
た

多
⾓

的
な

情
報

周
知

⼿
段

に
加

え
ネ

ット
ワ

ー
ク不

通
、停

電
等

を
想

定
した

新
た

な
情

報
伝

達
⼿

段
の

検
討

・導
⼊

①
テ

レ
ビの

デ
ー

タ放
送

「デ
タポ

ン」
契

約
、フ

ェイ
ス

ブ
ック

に
よ

る
情

報
発

信
・エ

リア
メー

ル
の

配
信

を
開

始
して

い
る

②
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ、

Ｉ
Ｐ

告
知

端
末

や
登

録
型

メー
ル

サ
ー

ビス
、Ｌ

ア
ラー

トに
よ

る
緊

急
速

報
メー

ル
、Ｓ

Ｎ
Ｓ

、ア
マ

チ
ュア

無
線

の
導

⼊
等

の
様

々
な

ツー
ル

を
活

⽤
して

い
る

③
防

災
⾏

政
無

線
を

デ
ジ

タル
化

して
い

る
④

町
公

式
ス

マ
ホ

⽤
ア

プ
リで

防
災

情
報

等
を

提
供

して
い

る
⑤

防
災

ラジ
オ

を
各

世
帯

、事
業

所
に

配
布

して
い

る

①
フェ

イス
ブ

ック
等

は
⾃

ら情
報

を
⼊

⼿
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

情
報

に
気

づ
か

な
い

こと
が

懸
念

され
る

②
停

電
時

や
電

話
回

線
不

時
に

告
知

端
末

等
の

情
報

伝
達

機
器

が
使

⽤
で

き
な

か
った

③
通

信
⼿

段
の

増
加

に
伴

い
⼈

員
や

時
間

を
要

す
る

④
代

替
通

信
⼿

段
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

⑤
情

報
を

伝
達

で
き

な
い

地
区

が
あ

った
た

め
、情

報
伝

達
⼿

段
の

重
層

化
を

検
討

・実
施

す
る

■
⽔

害
リス

クの
周

知
G

・⽔
害

リス
クや

避
難

所
の

位
置

等
を

分
か

り
や

す
く実

感
・記

憶
して

も
らう

た
め

の
、多

⾔
語

に
も

対
応

した
、想

定
浸

⽔
深

や
避

難
所

等
の

情
報

を
ま

ち
な

か
に

設
置

す
る

「ま
る

ご
と

ま
ち

ご
とハ

ザ
ー

ドマ
ップ

」の
取

組

①
避

難
所

に
お

け
る

避
難

所
表

⽰
板

や
避

難
所

誘
導

案
内

板
を

設
置

して
い

る
②

避
難

看
板

や
避

難
誘

導
案

内
板

に
⽇

本
語

、英
語

の
両

⽅
を

記
載

して
い

る
③

既
存

の
避

難
所

誘
導

看
板

を
修

正
して

い
る

①
避

難
所

施
設

の
表

⽰
板

が
道

路
か

ら⾒
え

な
い

も
の

も
あ

る
②

他
の

避
難

所
へ

の
設

置
多

⾔
語

化
へ

の
対

応
が

必
要

で
あ

る
③

全
避

難
所

に
表

⽰
看

板
が

設
置

で
き

て
い

な
い

④
ま

る
ご

とま
ち

ご
とハ

ザ
ー

ドマ
ップ

の
取

組
を

実
施

して
い

な
い

⾃
治

体
が

あ
る

H
・掲

載
情

報
の

更
新

を
容

易
に

し、
情

報
へ

の
ア

クセ
ス

性
を

⾼
め

る
た

め
の

洪
⽔

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
の

電
⼦

化
及

び
想

定
し得

る
最

⼤
規

模
の

降
⾬

を
踏

ま
え

た
洪

⽔
浸

⽔
想

定
区

域
図

を
も

とに
した

洪
⽔

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
の

検
討

①
計

画
規

模
（

L1
）

の
浸

⽔
想

定
区

域
の

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
の

印
刷

・全
⼾

配
布

を
⾏

って
い

る
②

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
の

電
⼦

化
に

つ
い

て
検

討
を

⾏
う

③
球

磨
川

の
想

定
最

⼤
規

模
洪

⽔
浸

⽔
区

域
図

を
踏

ま
え

た
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

を
配

布
済

み
、ま

た
は

更
新

予
定

で
あ

る
④

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
の

W
eb

版
も

作
成

予
定

で
あ

る
⑤

Ｗ
Ｅ

Ｂ
版

防
災

マ
ップ

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し、
英

語
、中

国
語

、ベ
トナ

ム
語

、タ
ガ

ログ
語

に
翻

訳
も

⾏
って

い
る

①
想

定
最

⼤
規

模
洪

⽔
浸

⽔
区

域
図

を
踏

ま
え

た
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

へ
の

更
新

が
必

要
で

あ
る

②
災

害
に

よ
りハ

ザ
ー

ドマ
ップ

が
流

出
した

I
・想

定
し得

る
最

⼤
規

模
の

降
⾬

を
踏

ま
え

た
洪

⽔
浸

⽔
想

定
区

域
図

、浸
⽔

シ
ミュ

レ
ー

シ
ョン

、家
屋

倒
壊

等
氾

濫
想

定
区

域
の

検
討

・公
表

 、

①
球

磨
川

で
は

、平
成

28
年

度
よ

り、
想

定
し得

る
最

⼤
規

模
の

降
⾬

を
踏

ま
え

た
洪

⽔
浸

⽔
想

定
区

域
図

、浸
⽔

シ
ミュ

レ
ー

シ
ョン

、家
屋

倒
壊

等
氾

濫
想

定
区

域
の

検
討

・公
表

を
⾏

って
い

る ②
県

管
理

区
間

の
⽔

位
周

知
河

川
に

お
い

て
、想

定
最

⼤
規

模
に

よ
る

浸
⽔

想
定

区
域

を
作

成
・公

表
して

い
る

①
R2

年
7⽉

豪
⾬

で
は

、洪
⽔

浸
⽔

想
定

区
域

の
設

定
が

な
い

上
流

部
で

浸
⽔

被
害

が
あ

った
②

洪
⽔

浸
⽔

想
定

区
域

図
、浸

⽔
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
、家

屋
倒

壊
等

氾
濫

想
定

区
域

の
住

⺠
へ

の
周

知
が

必
要

で
あ

る

J
・住

⺠
も

参
画

した
合

同
河

川
巡

視
等

の
合

同
点

検
の

実
施

①
合

同
巡

視
を

毎
年

実
施

して
い

る
②

地
域

版
防

災
マ

ップ
の

作
成

の
際

に
、住

⺠
、⽔

防
団

で
合

同
巡

視
して

い
る

③
消

防
団

（
⽔

防
団

）
や

関
係

機
関

に
よ

る
巡

視
を

実
施

して
い

る

①
巡

視
の

結
果

・成
果

の
情

報
発

信
・周

知
が

不
⾜

して
い

る
②

定
期

的
な

巡
視

を
実

施
して

い
な

い
③

消
防

団
の

巡
視

の
強

化
が

必
要

で
あ

る
④

消
防

団
以

外
の

住
⺠

の
参

加
が

必
要

で
あ

る
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別
表

2
-
1
 
　

現
状

の
取

組
状

況
及

び
課

題

■
平

時
か

らの
住

⺠
等

の
防

災
意

識
醸

成
K

・住
⺠

が
作

成
す

る
防

災
マ

ップ
づ

くり
の

⽀
援

①
毎

年
、町

内
会

単
位

で
、⾼

齢
者

等
対

策
とし

て
「⽀

え
合

い
マ

ップ
」づ

くり
を

実
施

して
い

る
②

地
域

版
防

災
マ

ップ
を

住
⺠

と合
同

で
作

成
して

い
る

③
地

区
の

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
及

び
地

区
防

災
計

画
作

成
要

領
の

指
導

を
⾏

って
い

る
④

総
合

防
災

訓
練

や
⾃

主
防

災
組

織
の

訓
練

の
際

に
防

災
マ

ップ
の

作
成

⽅
法

を
指

導
して

い
る

①
防

災
マ

ップ
作

りを
希

望
す

る
町

内
会

が
少

な
い

②
R2

年
7⽉

豪
⾬

災
害

に
よ

る
危

険
箇

所
の

⾒
直

しが
必

要
③

コロ
ナ

に
対

応
した

避
難

の
あ

り⽅
を

記
載

す
る

必
要

が
あ

る

L
・

住
⺠

や
観

光
客

に
配

慮
した

防
災

や
⽔

害
へ

の
意

識
を

⾼
め

る
機

会
を

充
実

させ
る

た
め

の
地

域
の

防
災

に
関

す
る

情
報

に
つ

い
て

、広
報

誌
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、庁
舎

掲
⽰

板
、観

光
案

内
所

、駅
へ

の
掲

載
・提

供

①
外

国
⼈

住
⺠

の
た

め
の

便
利

帳
（

⾮
常

時
持

ち
出

し⽤
品

や
指

定
避

難
所

等
を

掲
載

）
を

作
成

し配
布

して
い

る
②

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、広
報

誌
、回

覧
、電

光
掲

⽰
板

等
に

よ
り、

随
時

情
報

提
供

して
い

る
③

Ｉ
Ｐ

告
知

端
末

に
よ

る
情

報
提

供
を

⾏
って

い
る

④
集

落
に

対
し防

災
教

育
を

実
施

して
い

る
⑤

エ
フエ

ム
や

つ
しろ

で
防

災
に

関
す

る
情

報
を

放
送

して
い

る
⑥

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

「熊
本

県
統

合
型

防
災

情
報

シ
ス

テ
ム

」や
「防

災
情

報
くま

も
と」

）
に

よ
り

防
災

情
報

を
発

信
して

い
る

①
リア

ル
タイ

ム
の

防
災

・災
害

・⽀
援

情
報

の
提

供
の

強
化

や
多

重
化

が
必

要
で

あ
る

②
多

⾔
語

で
の

情
報

が
不

⾜
して

い
る

③
防

災
教

育
の

継
続

が
必

要
で

あ
る

④
住

⺠
に

対
す

る
更

な
る

周
知

が
必

要
で

あ
る

M
・

洪
⽔

浸
⽔

想
定

区
域

図
等

の
⽔

害
リス

ク
や

防
災

情
報

に
関

して
、そ

の
意

味
や

活
⽤

⽅
法

を
周

知
す

る
た

め
の

、地
域

住
⺠

や
学

校
、病

院
、要

配
慮

者
利

⽤
施

設
、企

業
な

ど様
々

な
組

織
を

対
象

とし
た

出
前

講
座

や
⽔

防
災

教
育

、避
難

⾏
動

要
⽀

援
者

の
避

難
を

⽀
援

す
る

取
組

等
の

実
施

①
出

前
講

座
や

⽔
防

災
教

育
等

を
随

時
実

施
して

い
る

②
⾃

主
防

災
組

織
の

育
成

、強
化

の
た

め
の

出
前

講
座

の
実

施
③

総
合

防
災

訓
練

や
⾃

主
防

災
組

織
の

訓
練

の
際

に
地

域
の

危
険

個
所

等
を

把
握

して
い

る
④

防
災

に
関

す
る

シ
ンポ

ジ
ウム

、出
前

講
座

、防
災

教
育

教
材

素
案

作
成

、⽔
サ

ミッ
ト、

パ
ネ

ル
展

等
を

実
施

⑤
⼋

代
市

、⼈
吉

市
と合

同
で

要
配

慮
者

利
⽤

施
設

管
理

者
向

け
の

避
難

確
保

計
画

作
成

講
習

会
を

開
催

した
。ま

た
、避

難
確

保
計

画
作

成
⽀

援
を

⽬
的

とし
た

パ
ンフ

レ
ット

や
動

画
等

を
作

成
し、

⾃
治

体
を

通
じて

対
象

施
設

へ
配

布
・周

知
した

①
出

前
講

座
等

の
申

し込
み

団
体

が
少

な
い

②
コロ

ナ
渦

に
お

け
る

出
前

講
座

の
実

施
体

制
の

確
保

が
必

要
③

避
難

確
保

計
画

未
作

成
、避

難
訓

練
未

実
施

の
施

設
が

あ
る

N
・

地
区

ご
との

特
性

を
踏

ま
え

た
避

難
タイ

ミ
ング

や
その

判
断

に
必

要
な

情
報

、連
携

体
制

等
を

パ
ッケ

ー
ジ

で
検

討
・確

認
し、

住
⺠

が
直

接
的

に
防

災
⾏

動
を

意
識

す
る

た
め

の
、地

区
タイ

ム
ライ

ンの
取

組

①
地

区
タイ

ム
ライ

ンの
取

組
を

実
施

して
い

る
②

⾃
治

体
の

地
区

タイ
ム

ライ
ンの

取
組

を
⽀

援
して

い
る

③
地

区
タイ

ム
ライ

ンの
検

討
を

予
定

して
い

る
⾃

治
体

も
あ

る

①
タイ

ム
ライ

ン検
討

に
あ

た
り、

地
区

との
協

議
等

が
必

要
で

あ
る

②
令

和
2年

7⽉
豪

⾬
を

教
訓

とし
た

地
区

タイ
ム

ライ
ンの

⾒
直

しが
必

要
で

あ
る

11



NO
主

な
取

組
項

⽬
□

現
状

■
課

題

別
表

2
-
1
 
　

現
状

の
取

組
状

況
及

び
課

題

■
防

災
活

動
の

着
実

な
実

施
・連

携
体

制
の

構
築

O
・

重
⼤

⽔
害

が
発

⽣
す

る
お

それ
が

あ
る

場
合

に
情

報
伝

達
（

ホ
ット

ライ
ン）

 を
の

効
率

的
・効

果
的

な
実

施

①
⾃

主
防

災
組

織
会

⻑
とホ

ット
ライ

ンを
構

築
して

い
る

②
⼋

代
河

川
国

道
事

務
所

⻑
か

ら⾸
⻑

へ
の

ホ
ット

ライ
ンを

適
宜

実
施

して
お

り、
訓

練
も

実
施

して
い

る

①
通

信
設

備
が

ダウ
ンし

た
時

に
連

絡
で

き
な

い
こと

が
懸

念
され

る
②

複
数

の
観

測
所

⽔
位

が
上

昇
した

場
合

に
迅

速
に

情
報

伝
達

で
き

な
い

こと
が

懸
念

され
る

P
・

⽔
害

に
対

しリ
ス

クの
⾼

い
箇

所
に

つ
い

て
関

係
機

関
と合

同
で

河
川

巡
視

を
実

施
①

関
係

機
関

や
消

防
団

との
合

同
河

川
巡

視
を

実
施

して
い

る
②

⽇
頃

か
ら住

⺠
⾃

ら危
険

箇
所

や
避

難
路

を
確

認
して

い
る

③
総

合
防

災
訓

練
や

⽔
防

訓
練

を
実

施
して

い
る

①
リス

クの
低

い
箇

所
の

被
災

に
つ

い
て

は
報

告
が

遅
くな

る
場

合
が

あ
る

Q
・

関
係

機
関

が
連

携
した

防
災

会
議

や
訓

練
、演

習
の

実
施

及
び

⽔
防

に
関

わ
る

事
項

の
情

報
共

有

①
毎

年
、防

災
連

絡
会

議
を

実
施

して
い

る
②

地
域

防
災

計
画

の
⾒

直
し、

総
合

防
災

訓
練

を
実

施
して

い
る

③
市

町
村

や
球

磨
地

域
振

興
局

か
らの

要
請

を
受

け
て

、防
災

会
議

等
に

出
席

し、
防

災
気

象
情

報
の

利
活

⽤
に

係
る

周
知

･啓
発

を
実

施
して

い
る

R
・

流
域

の
防

災
関

係
者

それ
ぞ

れ
に

必
要

な
情

報
を

網
羅

し、
迅

速
に

意
思

疎
通

し災
害

に
あ

た
る

た
め

の
「球

磨
川

洪
⽔

対
応

共
有

マ
ップ

（
仮

称
）

」の
作

成
・運

⽤

①
球

磨
川

の
Ｌ

２
規

模
洪

⽔
を

踏
ま

え
た

防
災

マ
ップ

を
作

成
し、

全
世

帯
へ

配
布

し、
W

eb
版

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

した
。ま

た
、W

eb
版

を
英

語
、中

国
語

、ベ
トナ

ム
語

、タ
ガ

ログ
語

に
翻

訳
した

②
熊

本
県

の
浸

⽔
想

定
区

域
図

等
の

情
報

を
提

供
し作

成
を

⽀
援

した
③

避
難

所
等

を
記

載
した

防
災

マ
ップ

や
管

内
位

置
図

（
緯

度
・経

度
⼊

り）
を

作
成

した
④

洪
⽔

浸
⽔

想
定

区
域

や
避

難
所

情
報

を
確

認
で

き
る

「防
災

情
報

くま
も

と」
の

運
⽤

を
開

始
し

た

①
「球

磨
川

洪
⽔

対
応

共
有

マ
ップ

（
仮

称
）

」に
記

載
す

る
情

報
に

つ
い

て
整

理
が

必
要

S
・

防
災

対
応

を
⽬

的
とし

た
気

象
・河

川
情

報
の

収
集

⽅
法

や
当

該
情

報
に

基
づ

く避
難

勧
告

等
の

発
令

判
断

、関
係

者
間

の
防

災
対

応
に

係
る

役
割

分
担

の
明

確
化

な
どを

検
討

し、
作

成
及

び
検

証
す

る
令

和
２

年
７

⽉
豪

⾬
を

踏
ま

え
た

タイ
ム

ライ
ンの

取
組

①
⽔

害
タイ

ム
ライ

ンを
作

成
して

い
る

②
台

⾵
版

タイ
ム

ライ
ンを

作
成

して
い

る
①

急
激

な
気

象
状

況
の

変
化

に
、対

応
が

追
い

付
か

な
か

った
部

分
も

あ
った

②
夜

間
の

避
難

情
報

の
発

令
の

タイ
ミン

グ
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

③
記

載
す

る
情

報
に

つ
い

て
整

理
が

必
要

で
あ

る

T
・

避
難

勧
告

等
の

判
断

を
意

識
した

気
象

・
⽔

⽂
情

報
の

⾒
⽅

や
洪

⽔
に

対
す

る
リス

ク
の

⾼
い

箇
所

や
氾

濫
特

性
な

ど球
磨

川
流

域
の

特
徴

を
⾸

⻑
に

認
識

して
も

らう
た

め
の

トッ
プ

セ
ミナ

ー
の

開
催

①
不

定
期

に
⾸

⻑
、防

災
担

当
者

を
交

え
、避

難
勧

告
等

の
判

断
を

意
識

した
気

象
・⽔

⽂
情

報
の

⾒
⽅

や
洪

⽔
に

対
す

る
リス

クの
⾼

い
場

所
や

氾
濫

特
性

な
ど球

磨
川

流
域

の
特

徴
を

説
明

して
い

る
。ま

た
、球

磨
川

⽔
系

⽔
防

災
意

識
社

会
再

構
築

会
議

な
どで

も
共

有
して

い
る

。
②

市
町

村
が

集
る

会
議

等
の

機
会

を
得

て
防

災
気

象
情

報
の

周
知

・啓
発

を
実

施
して

い
る

①
避

難
勧

告
と避

難
指

⽰
の

⼀
本

化
な

ど避
難

情
報

の
名

称
の

⼤
幅

変
更

に
対

応
した

、気
象

・⽔
⽂

情
報

の
⾒

⽅
な

どに
つ

い
て

、球
磨

川
流

域
の

関
係

機
関

の
認

識
の

共
有

が
必

要

U
・

市
町

村
の

枠
を

越
え

た
広

域
避

難
計

画
に

関
す

る
検

討
①

R2
.9

.7
の

台
⾵

10
号

接
近

に
伴

い
、初

め
て

の
広

域
避

難
を

実
施

した
。

②
広

域
避

難
の

検
討

や
調

整
を

実
施

して
い

る
③

氷
川

町
、宇

城
市

、宇
⼟

市
、美

⾥
町

、芦
北

町
と広

域
避

難
に

つ
い

て
勉

強
会

を
実

施
した

①
R2

.9
.7

の
台

⾵
10

号
の

際
は

、広
域

避
難

の
実

施
決

定
か

ら実
施

ま
で

の
時

間
が

な
く、

周
知

が
不

⾜
した

②
広

域
避

難
の

協
定

締
結

が
必

要
で

あ
る

③
広

域
避

難
計

画
は

作
成

途
中

で
あ

る

12



NO
主

な
取

組
項

⽬
□

現
状

■
課

題

別
表

2
-
1
 
　

現
状

の
取

組
状

況
及

び
課

題

■
地

域
と連

携
した

排
⽔

活
動

及
び

訓
練

、施
設

運
⽤

V
・

⼤
規

模
災

害
時

の
排

⽔
ポ

ンプ
⾞

の
設

置
箇

所
等

を
具

体
的

に
⽰

した
排

⽔
計

画
の

共
有

と検
証

①
洪

⽔
浸

⽔
想

定
区

域
図

に
基

づ
く排

⽔
計

画
に

つ
い

て
、R

2.
5に

マ
ニュ

ア
ル

が
改

訂
され

、今
年

度
中

に
作

成
①

排
⽔

作
業

計
画

に
基

づ
く対

応
に

つ
い

て
、球

磨
川

流
域

の
関

係
機

関
の

⼗
分

な
事

前
の

情
報

共
有

が
必

要

W
・

氾
濫

発
⽣

時
に

も
継

続
的

な
災

害
対

応
を

実
施

す
る

た
め

の
防

災
活

動
の

拠
点

とな
る

庁
舎

等
の

浸
⽔

対
策

の
調

査
・検

討
・実

施

①
防

災
拠

点
機

能
を

備
え

た
新

庁
舎

建
設

を
進

め
て

い
る

②
⾃

家
発

電
機

能
を

整
備

して
い

る
③

新
庁

舎
建

設
を

踏
ま

え
、担

当
課

と検
討

を
⾏

って
い

る

①
庁

舎
駐

⾞
場

の
公

⽤
⾞

が
浸

⽔
した

②
庁

舎
の

安
全

対
策

強
化

が
必

要
で

あ
る

③
⾃

家
発

電
機

能
の

充
実

や
国

の
光

回
線

の
接

続
が

必
要

で
あ

る
④

令
和

2年
7⽉

豪
⾬

で
⽀

所
が

被
災

した
地

域
の

防
災

活
動

拠
点

の
選

定
が

必
要

で
あ

る

13



事
　項

NO
主

な
取

組
項

⽬
Ｒ

３
年

度
以

降
の

取
組

内
容

⽬
標

時
期

（
着

⼿
、実

施
時

期
）

取
組

機
関

■
避

難
⾏

動
、

⽔
防

活
動

に
資

す
る

基
盤

等
の

整
備

A

・避
難

時
間

の
短

縮
、要

配
慮

者
等

の
避

難
後

の
⼼

⾝
へ

の
負

担
を

軽
減

お
よ

び
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

感
染

症
等

へ
の

対
策

を
⽬

指
した

避
難

所
の

量
的

・質
的

整
備

・⺠
間

施
設

との
協

定
締

結
も

含
め

た
指

定
緊

急
避

難
場

所
の

追
加

・コ
ロナ

ウィ
ル

ス
等

の
感

染
対

策
お

よ
び

マ
ンホ

ー
ル

トイ
レ

、夜
間

照
明

の
整

備
等

の
避

難
所

の
環

境
整

備
・要

配
慮

者
を

考
慮

した
避

難
所

の
整

備
・縁

故
避

難
の

制
度

化
や

⾃
治

公
⺠

館
の

活
⽤

に
よ

る
⾃

主
避

難
所

の
検

討
・広

域
避

難
に

係
る

検
討

及
び

実
施

・各
校

区
の

主
要

避
難

所
へ

⼤
型

気
化

式
冷

⾵
機

の
導

⼊
・避

難
所

⽤
の

簡
易

組
み

⽴
て

ベ
ッド

及
び

パ
ー

テ
ー

シ
ョン

を
購

⼊
予

定

R3
年

度
出

⽔
期

ま
で

市
町

村

B

・
防

災
拠

点
や

浸
⽔

発
⽣

時
に

地
区

が
孤

⽴
す

る
地

域
に

お
け

る
物

資
供

給
を

含
め

た
⽔

防
備

蓄
倉

庫
の

量
的

・質
的

整
備

・令
和

２
年

７
⽉

豪
⾬

を
踏

ま
え

、備
蓄

内
容

の
再

検
討

・公
園

や
⼩

学
校

とい
った

主
要

な
防

災
拠

点
及

び
避

難
所

へ
の

備
蓄

倉
庫

の
併

設
や

孤
⽴

化
を

想
定

した
分

担
配

備
の

実
施

・主
要

な
避

難
所

へ
備

蓄
倉

庫
の

設
置

R3
年

度
出

⽔
期

ま
で

市
町

村

C

・洪
⽔

に
対

す
る

リス
クの

⾼
い

箇
所

へ
の

夜
間

等
で

も
確

認
可

能
な

河
川

カメ
ラや

⽔
位

計
の

設
置

お
よ

び
通

⾏
可

能
な

避
難

路
の

状
況

を
⽰

す
避

難
誘

導
案

内
板

や
監

視
カメ

ラの
検

討
・整

備

・夜
間

で
も

⾒
え

る
カメ

ラの
設

置
・蛍

光
型

避
難

誘
導

案
内

板
等

の
設

置
・河

川
カメ

ラや
⽔

位
計

等
の

増
設

や
設

置
位

置
⾒

直
し

R3
年

度
出

⽔
期

ま
で

市
町

村
熊

本
県

⼋
代

河
国

D

・防
災

拠
点

や
避

難
路

、資
材

ヤ
ー

ド等
の

検
討

・整
備

・道
路

浸
⽔

時
の

資
機

材
の

輸
送

ル
ー

トの
確

保
・避

難
所

の
浸

⽔
対

策
や

避
難

経
路

の
確

保
・緊

急
復

旧
ヤ

ー
ド等

の
整

備
R7

年
度

末
⼋

代
河

国
熊

本
県

市
町

村

別
表

2
-
2
　

　
概

ね
５

年
で

実
施

す
る

取
組

①
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

お
よ

び
⽔

防
活

動
に

資
す

る
施

設
等

の
整

備
に

関
す

る
事

項
確

実
な

避
難

を
⾏

うた
め

の
避

難
路

や
避

難
所

の
整

備
、浸

⽔
発

⽣
時

に
お

け
る

物
資

供
給

を
考

慮
した

⽔
防

備
蓄

倉
庫

の
整

備
な

ど、
避

難
⾏

動
や

⽔
防

活
動

に
資

す
る

基
盤

等
の

整
備

を
以

下
の

とお
り⾏

う。
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別
表

2
-
2
　

　
概

ね
５

年
で

実
施

す
る

取
組

事
　項

NO
主

な
取

組
項

⽬
Ｒ

３
年

度
以

降
の

取
組

内
容

⽬
標

時
期

（
着

⼿
、実

施
時

期
）

取
組

機
関

■
避

難
を

判
断

す
る

た
め

の
情

報
伝

達
に

関
す

る
事

項
E

・⽔
位

・⾬
量

情
報

、ダ
ム

情
報

、河
川

カメ
ラ情

報
、

洪
⽔

予
報

や
避

難
勧

告
の

発
令

状
況

な
ど、

避
難

に
必

要
な

情
報

を
ワ

ンス
トッ

プ
で

⼊
⼿

で
き

る
ポ

ー
タル

サ
イト

の
関

係
機

関
協

働
に

よ
る

作
成

・河
川

監
視

カメ
ラや

危
機

管
理

型
⽔

位
計

等
の

最
新

情
報

を
含

め
た

ポ
ー

タル
サ

イト
へ

の
掲

載
（

重
ね

る
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

、浸
⽔

ナ
ビな

ど）
R7

年
度

末
市

町
村

熊
本

県
⼋

代
河

国

F

・現
在

導
⼊

して
い

る
避

難
勧

告
等

の
周

知
⽅

法
に

お
け

る
不

⾜
・課

題
を

踏
ま

え
た

メー
ル

サ
ー

ビス
や

IP
端

末
な

ど、
防

災
無

線
以

外
の

⽅
法

も
取

り⼊
れ

た
多

⾓
的

な
情

報
周

知
⼿

段
に

加
え

ネ
ット

ワ
ー

ク不
通

、停
電

等
を

想
定

した
新

た
な

情
報

伝
達

⼿
段

の
検

討
・導

⼊

・⼾
別

受
信

機
の

設
置

、警
報

サ
イレ

ン、
警

告
灯

の
増

設
な

ど住
⺠

全
員

へ
の

多
⾓

的
な

情
報

周
知

⼿
段

の
導

⼊
及

び
拡

充
・ネ

ット
ワ

ー
ク障

害
、停

電
、夜

間
等

を
想

定
した

情
報

伝
達

⼿
段

の
多

重
化

の
実

施
・⾃

主
防

災
組

織
を

活
⽤

した
情

報
提

供
体

制
の

構
築

・通
信

事
業

者
との

連
携

等
に

よ
る

災
害

時
応

急
体

制
の

構
築

・既
存

の
防

災
⾏

政
無

線
だ

け
で

な
く、

新
しい

通
信

技
術

や
SN

S等
を

活
⽤

した
重

層
的

な
伝

達
⼿

段
の

検
討

・導
⼊

・⾮
常

⽤
電

源
の

増
設

お
よ

び
更

新

R3
年

度
出

⽔
期

ま
で

市
町

村
熊

本
県

■
⽔

害
リス

クの
周

知
に

関
す

る
事

項
G

・⽔
害

リス
クや

避
難

所
の

位
置

等
を

分
か

りや
す

く実
感

・記
憶

して
も

らう
た

め
の

、多
⾔

語
に

も
対

応
した

、
想

定
浸

⽔
深

や
避

難
所

等
の

情
報

を
ま

ち
な

か
に

設
置

す
る

「ま
る

ご
とま

ち
ご

とハ
ザ

ー
ドマ

ップ
」の

取
組

・避
難

所
案

内
看

板
の

設
置

・避
難

所
看

板
の

多
⾔

語
化

へ
の

対
・想

定
浸

⽔
深

表
⽰

板
の

設
置

・ま
る

ご
とま

ち
ご

とハ
ザ

ー
ドマ

ップ
（

リア
ル

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
）

の
整

備
R7

年
度

末
市

町
村

H

・掲
載

情
報

の
更

新
を

容
易

に
し、

情
報

へ
の

ア
クセ

ス
性

を
⾼

め
る

た
め

の
洪

⽔
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

の
電

⼦
化

及
び

想
定

し得
る

最
⼤

規
模

の
降

⾬
を

踏
ま

え
た

洪
⽔

浸
⽔

想
定

区
域

図
を

も
とに

した
洪

⽔
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

の
検

討

・球
磨

川
本

川
・⽀

川
に

つ
い

て
L2

対
応

の
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

作
成

、全
⼾

配
布

・多
⾔

語
に

も
対

応
した

L2
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

の
電

⼦
化

及
び

活
⽤

⽅
法

の
周

知
・整

備
途

上
段

階
も

含
め

た
多

段
階

リス
ク情

報
の

発
信

・Ｗ
Ｅ

Ｂ
版

防
災

マ
ップ

の
整

備
等

の
検

討
、周

知
⼿

段
の

重
層

化
R3

年
度

出
⽔

期
ま

で
市

町
村

I

・想
定

し得
る

最
⼤

規
模

の
降

⾬
を

踏
ま

え
た

洪
⽔

浸
⽔

想
定

区
域

図
、浸

⽔
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
、家

屋
倒

壊
等

氾
濫

想
定

区
域

の
検

討
・公

表

・球
磨

川
⽀

川
の

⽔
位

周
知

河
川

に
つ

い
て

、想
定

し得
る

最
⼤

規
模

の
降

⾬
を

踏
ま

え
た

洪
⽔

浸
⽔

想
定

区
域

図
、浸

⽔
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
、家

屋
倒

壊
等

氾
濫

想
定

区
域

の
検

討
・公

表
・⽔

位
周

知
河

川
以

外
の

河
川

に
つ

い
て

も
想

定
し得

る
最

⼤
規

模
の

浸
⽔

想
定

区
域

図
を

作
成

・
公

表

R3
年

度
出

⽔
期

ま
で

熊
本

県

J
・住

⺠
も

参
画

した
合

同
河

川
巡

視
等

の
合

同
点

検
の

実
施

・住
⺠

が
参

加
す

る
定

期
的

な
合

同
巡

視
・点

検
の

実
施

R7
年

度
末

市
町

村
熊

本
県

⼋
代

河
国

②
平

時
か

らの
住

⺠
等

へ
の

リス
ク周

知
・教

育
・訓

練
に

関
す

る
事

項
地

区
ご

との
氾

濫
特

性
を

踏
ま

え
た

⽔
害

リス
クや

避
難

に
必

要
な

防
災

情
報

の
広

報
誌

及
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
る

多
⾓

的
か

つ
継

続
的

な
周

知
、地

域
住

⺠
や

学
校

な
ど多

様
な

主
体

を
対

象
とし

た
出

前
講

座
の

実
施

な
ど、

⽔
害

に
関

す
る

記
憶

の
⾵

化
を

打
破

す
る

平
時

か
らの

⽔
防

災
意

識
の

啓
発

・醸
成

の
取

組
に

つ
い

て
、以

下
の

とお
りと

りま
とめ

た
。
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別
表

2
-
2
　

　
概

ね
５

年
で

実
施

す
る

取
組

事
　項

NO
主

な
取

組
項

⽬
Ｒ

３
年

度
以

降
の

取
組

内
容

⽬
標

時
期

（
着

⼿
、実

施
時

期
）

取
組

機
関

K

・住
⺠

が
作

成
す

る
防

災
マ

ップ
づ

くり
の

⽀
援

・防
災

マ
ップ

づ
くり

の
⽀

援
を

継
続

して
実

施
・地

域
の

防
災

リー
ダー

の
実

践
的

な
ス

キ
ル

ア
ップ

の
⽀

援
R7

年
度

末
市

町
村

熊
本

県
⼋

代
河

国

L

・
住

⺠
や

観
光

客
に

配
慮

した
防

災
や

⽔
害

へ
の

意
識

を
⾼

め
る

機
会

を
充

実
させ

る
た

め
の

地
域

の
防

災
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
、広

報
誌

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、庁

舎
掲

⽰
板

、観
光

案
内

所
、駅

へ
の

掲
載

・提
供

・多
⾔

語
対

応
した

総
合

防
災

マ
ップ

の
電

⼦
化

・広
報

誌
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、Ｉ
Ｐ

告
知

端
末

等
に

よ
る

情
報

提
供

・情
報

伝
達

⼿
段

の
多

重
化

の
た

め
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
を

整
備

R7
年

度
末

市
町

村
熊

本
県

気
象

台
⼋

代
河

国

M

・
洪

⽔
浸

⽔
想

定
区

域
図

等
の

⽔
害

リス
クや

防
災

情
報

に
関

して
、そ

の
意

味
や

活
⽤

⽅
法

を
周

知
す

る
た

め
の

、地
域

住
⺠

や
学

校
、病

院
、要

配
慮

者
利

⽤
施

設
、企

業
な

ど様
々

な
組

織
を

対
象

とし
た

出
前

講
座

や
⽔

防
災

教
育

、避
難

⾏
動

要
⽀

援
者

の
避

難
を

⽀
援

す
る

取
組

等
の

実
施

・各
地

区
、拠

点
病

院
・要

配
慮

者
利

⽤
施

設
、企

業
等

へ
の

出
前

講
座

等
の

実
施

・⼩
学

校
へ

の
防

災
教

育
の

さら
な

る
展

開
（

他
地

域
）

・学
校

安
全

総
合

⽀
援

事
業

の
活

⽤
等

に
よ

る
防

災
に

関
す

る
学

校
教

育
の

推
進

・展
開

・要
配

慮
者

利
⽤

施
設

の
避

難
確

保
計

画
作

成
お

よ
び

計
画

の
実

効
性

確
保

に
向

け
た

施
設

管
理

者
向

け
の

説
明

会
・訓

練
等

の
実

施
・住

⺠
参

加
型

の
避

難
訓

練
等

の
実

施
・避

難
⾏

動
要

⽀
援

者
の

個
別

計
画

策
定

、個
別

計
画

を
活

⽤
した

訓
練

実
施

・学
校

との
連

携
等

に
よ

る
マ

イタ
イム

ライ
ン啓

発
の

普
及

・地
区

防
災

計
画

作
成

・⽔
害

に
関

す
る

保
険

加
⼊

の
促

進
・イ

ベ
ント

等
に

よ
る

防
災

情
報

周
知

・予
防

的
避

難
の

周
知

・啓
発

・地
域

の
防

災
リー

ダー
の

実
践

的
な

ス
キ

ル
ア

ップ
の

⽀
援

R3
年

度
出

⽔
期

ま
で

熊
本

県
⼋

代
河

国

N

・
地

区
ご

との
特

性
を

踏
ま

え
た

避
難

タイ
ミン

グ
や

その
判

断
に

必
要

な
情

報
、連

携
体

制
等

を
パ

ッケ
ー

ジ
で

検
討

・確
認

し、
住

⺠
が

直
接

的
に

防
災

⾏
動

を
意

識
す

る
た

め
の

、地
区

タイ
ム

ライ
ンの

取
組

・令
和

２
年

７
⽉

豪
⾬

を
踏

ま
え

た
地

区
タイ

ム
ライ

ンの
⾒

直
し・

作
成

及
び

訓
練

等
・地

域
の

防
災

リー
ダー

の
実

践
的

な
ス

キ
ル

ア
ップ

の
⽀

援
【再

掲
】

・⾃
主

防
災

組
織

ネ
ット

ワ
ー

クの
⽴

ち
上

げ
 

R3
年

度
出

⽔
期

ま
で

市
町

村
熊

本
県

⼋
代

河
国

②
平

時
か

らの
住

⺠
等

へ
の

リス
ク周

知
・教

育
・訓

練
に

関
す

る
事

項

■
平

時
か

らの
住

⺠
等

の
防

災
意

識
醸

成
に

関
す

る
取

組
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別
表

2
-
2
　

　
概

ね
５

年
で

実
施

す
る

取
組

事
　項

NO
主

な
取

組
項

⽬
Ｒ

３
年

度
以

降
の

取
組

内
容

⽬
標

時
期

（
着

⼿
、実

施
時

期
）

取
組

機
関

O
・

重
⼤

⽔
害

が
発

⽣
す

る
お

それ
が

あ
る

場
合

に
情

報
伝

達
（

ホ
ット

ライ
ン）

の
効

率
的

・効
果

的
な

実
施

・継
続

して
⼋

代
河

川
国

道
事

務
所

⻑
か

ら市
⻑

へ
の

ホ
ット

ライ
ンの

訓
練

を
実

施
・令

和
２

年
７

⽉
豪

⾬
を

踏
ま

え
た

、新
た

な
流

域
防

災
情

報
共

有
⼿

段
の

検
討

R7
年

度
末

⼋
代

河
国

P
・

⽔
害

に
対

しリ
ス

クの
⾼

い
箇

所
に

つ
い

て
関

係
機

関
と合

同
で

河
川

巡
視

を
実

施
・継

続
して

消
防

団
と連

携
した

合
同

河
川

巡
視

を
実

施
R7

年
度

末
市

町
村

熊
本

県
⼋

代
河

国

Q

・
関

係
機

関
が

連
携

した
防

災
会

議
や

訓
練

、演
習

の
実

施
及

び
⽔

防
に

関
わ

る
事

項
の

情
報

共
有

・⽔
防

団
の

技
術

⼒
向

上
及

び
⽔

害
リス

クの
情

報
共

有
を

⽬
的

とす
る

関
係

機
関

が
連

携
した

防
災

会
議

や
防

災
訓

練
の

実
施

R7
年

度
末

市
町

村
熊

本
県

気
象

台
⼋

代
河

国

R

・
流

域
の

防
災

関
係

者
それ

ぞ
れ

に
必

要
な

情
報

を
網

羅
し、

迅
速

に
意

思
疎

通
し災

害
に

あ
た

る
た

め
の

「球
磨

川
洪

⽔
対

応
共

有
マ

ップ
（

仮
称

）
」の

作
成

・運
⽤

・河
川

管
理

者
・⽔

防
担

当
者

の
連

携
時

に
参

照
で

き
る

地
図

等
の

作
成

R7
年

度
末

市
町

村
熊

本
県

⼋
代

河
国

S

・
防

災
対

応
を

⽬
的

とし
た

気
象

・河
川

情
報

の
収

集
⽅

法
や

当
該

情
報

に
基

づ
く避

難
勧

告
等

の
発

令
判

断
、関

係
者

間
の

防
災

対
応

に
係

る
役

割
分

担
の

明
確

化
な

どを
検

討
し、

作
成

及
び

検
証

す
る

令
和

２
年

７
⽉

豪
⾬

を
踏

ま
え

た
タイ

ム
ライ

ンの
取

組

・令
和

2年
7⽉

豪
⾬

災
害

を
踏

ま
え

た
防

災
計

画
や

タイ
ム

ライ
ンの

検
討

、作
成

 
R3

年
度

出
⽔

期
ま

で

市
町

村
熊

本
県

気
象

台
⼋

代
河

国

T

・
避

難
勧

告
等

の
判

断
を

意
識

した
気

象
・⽔

⽂
情

報
の

⾒
⽅

や
洪

⽔
に

対
す

る
リス

クの
⾼

い
箇

所
や

氾
濫

特
性

な
ど球

磨
川

流
域

の
特

徴
を

⾸
⻑

に
認

識
して

も
らう

た
め

の
トッ

プ
セ

ミナ
ー

の
開

催

・継
続

して
球

磨
川

⽔
系

⽔
防

災
意

識
社

会
再

構
築

会
議

を
開

催

R7
年

度
末

市
町

村
熊

本
県

気
象

台
⼋

代
河

国

U

・
市

町
村

の
枠

を
越

え
た

広
域

避
難

計
画

に
関

す
る

検
討

・広
域

避
難

計
画

の
策

定
・近

隣
町

村
との

広
域

避
難

の
協

議
や

協
定

の
締

結
を

実
施

R7
年

度
末

市
町

村

③
多

様
な

主
体

に
よ

る
防

災
活

動
に

関
す

る
事

項
球

磨
川

流
域

の
防

災
・避

難
情

報
が

ワ
ンス

トッ
プ

で
得

られ
る

ポ
ー

タル
サ

イト
や

防
災

関
係

者
各

々
に

必
要

な
情

報
を

網
羅

した
洪

⽔
対

応
⽤

の
共

有
マ

ップ
の

検
討

・作
成

な
ど、

関
係

者
との

協
働

の
な

か
で

横
の

つ
な

が
りを

強
化

し、
防

災
活

動
の

着
実

な
実

施
・連

携
体

制
を

構
築

す
る

取
組

に
つ

い
て

、以
下

の
とお

りと
りま

とめ
た

。

■
防

災
活

動
の

着
実

な
実

施
・連

携
体

制
の

構
築

に
関

す
る

事
項
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別
表

2
-
2
　

　
概

ね
５

年
で

実
施

す
る

取
組

事
　項

NO
主

な
取

組
項

⽬
Ｒ

３
年

度
以

降
の

取
組

内
容

⽬
標

時
期

（
着

⼿
、実

施
時

期
）

取
組

機
関

V

・
⼤

規
模

災
害

時
の

排
⽔

ポ
ンプ

⾞
の

設
置

箇
所

等
を

具
体

的
に

⽰
した

排
⽔

計
画

の
共

有
と検

証
・排

⽔
作

業
計

画
の

共
有

、訓
練

等
で

の
活

⽤
R3

年
度

出
⽔

期
ま

で

市
町

村
熊

本
県

⼋
代

河
国

W

・
氾

濫
発

⽣
時

に
も

継
続

的
な

災
害

対
応

を
実

施
す

る
た

め
の

防
災

活
動

の
拠

点
とな

る
庁

舎
等

の
浸

⽔
対

策
の

調
査

・検
討

・実
施

・関
係

機
関

の
防

災
拠

点
とな

る
庁

舎
等

の
施

設
の

浸
⽔

対
策

の
実

施
R3

年
度

出
⽔

期
ま

で

市
町

村
熊

本
県

⼋
代

河
国

N 再
掲

・
地

区
ご

との
特

性
を

踏
ま

え
た

避
難

タイ
ミン

グ
や

その
判

断
に

必
要

な
情

報
、連

携
体

制
等

を
パ

ッケ
ー

ジ
で

検
討

・確
認

し、
住

⺠
が

直
接

的
に

防
災

⾏
動

を
意

識
す

る
た

め
の

、地
区

タイ
ム

ライ
ンの

取
組

【再
掲

】

・令
和

２
年

７
⽉

豪
⾬

を
踏

ま
え

た
タイ

ム
ライ

ンの
⾒

直
し・

作
成

及
び

訓
練

等
・地

域
の

防
災

リー
ダー

の
実

践
的

な
ス

キ
ル

ア
ップ

の
⽀

援
【再

掲
】

・⾃
主

防
災

組
織

ネ
ット

ワ
ー

クの
⽴

ち
上

げ
 

R3
年

度
出

⽔
期

ま
で

市
町

村
熊

本
県

⼋
代

河
国

Q 再
掲

・
関

係
機

関
が

連
携

した
防

災
会

議
や

訓
練

、演
習

の
実

施
及

び
⽔

防
に

関
わ

る
事

項
の

情
報

共
有

【再
掲

】

・⽔
防

団
の

技
術

⼒
向

上
及

び
⽔

害
リス

クの
情

報
共

有
を

⽬
的

とす
る

関
係

機
関

が
連

携
した

防
災

会
議

や
防

災
訓

練
の

実
施

R7
年

度
末

市
町

村
熊

本
県

⼋
代

河
国

■
地

域
と連

携
し

た
排

⽔
活

動
及

び
訓

練
、施

設
運

⽤
に

関
す

る
取

組

④
氾

濫
⽔

の
排

除
、浸

⽔
被

害
軽

減
に

関
す

る
事

項
住

⺠
も

参
画

す
る

タイ
ム

ライ
ンの

検
討

や
防

災
訓

練
、合

同
巡

視
の

実
施

、住
⺠

・地
区

⽬
線

か
ら必

要
な

施
設

・備
蓄

を
準

備
す

る
な

ど、
球

磨
川

流
域

が
⼀

体
とな

り連
携

した
備

え
と施

設
・体

制
の

整
備

の
取

組
に

つ
い

て
、以

下
の

とお
り
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